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学位（博士）論文審査の結果報告書

このたび、博士論又審究委員会として、 学位論文の審森を終了しま したので、その結果

について、下，記の辿り 報告します。

記
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沖縄初期県政に1渕する政治社会史的研究

- l柑族県令と 「旧恨」政策を巾心に一

本論文は、1879年の琉球国の廃滅 （琉球処分）前後か ら沖縄県設骰後

における初期県政の時期を中心に 、 部族県令 （鍋島 ・ ,~.杉）と 1日恨に1易l

わる領域を基軸 として、またそれらと関連する間超群を含めて考察 した

論考である。本論考の大きな特長は、第一に旧来、本格的な屯論がなか

った華族県政論を基軸に新たな視点と方法によって実証的に分析した点

にある。琉球滞期に実施された明治政府による1釘公濶杏と初期県政との

関連性、明治維新以前の両県令の出身地における統治様式と 沖縄県令赴

任後の施策との連続性の問題、および部族県令に対する日本本」.:メディ

アの報道状況を詳細に解明している。第二に琉球処分期に大流行した天

然痘について、モ朝体制下で実施 されていた予防措tiりが新県政では機能

しなかった点を政治的要因と 社会的要因から新たに解明した点にある。

旧米、琉球処分研究において政治外交史、国際関係論の分野では分胆＇

い研究苗梢がある一方、近代沖縄社会に視座をおいた本格的な政治社会

史論を股開したものはほ とんどないC 政治社会史とい う分野においては

本論文が新たな領域を切り拓いたものと 言えよう。先行研究を丹念に把握

していること 、課題設定も妥当で明確であり 、叙述においても全体として

一虹 した（木系性を有していることなど、本論文の意義は邸く評価できる。

以上のことから、？粕杏委員会では二人の委員が一致して、附士論文の

水耶に十分迩 しているものと判断 した。
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最終試験の結果報告書

このたび、膊士論又稲咽委此会として、｝立終試験を終 rしましたので、その結果につい

て、下，紀の通り報告します。

記
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本論文0)俎目は、 「沖縄初期県政に関する政治社会史的研究一華族県令

と「ll・HJ't」政策を中心に一」 である。副査 ・赤徹守の統括のもとに、申詰

のあったl専七論文の内容とそれに関連する授業科目について口碩による

械終試験として、以下の諸点を軸に実施した。

まず「I頭試間で閑連質間（中請者の使用する 「廃琉骰県処分」用語と旧

来の 「琉球処分」用語の差拠とその用語の積極的謡味づけ等）を行い、本

論文が学位の水準に逹していることを確認した。

次に、本論文に1月連する晶礎的な専門知識（先行研究との関連性）や自

らの論文の研究上の新たな位骰づけを問い、研究史上において貞献があっ

たことを確認した。その I::で、本論文で取り I:げた研究分野に関係する授

業科目 、 「琉球近世史学特論」 「琉球近世史学演習」、 「比較地域文化特

別研究」などの視点から、 学位に相応しい研究能力とその学識を有してい

ることを確認した。

公I}りの蚊終試敦において、申謂者に対して様々な角度からの質問にたい

しても巾諮者は的確に回答するなど、十分な能力を有していることを確認

した。

以 1-.の諸点から、本稲究委員会は本論文に加え、その分野における学位

の水地に達していると認め、最終試験に合格と 判断した。


